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住宅や森林除染を追加など平成25年度補正予算
一般質問（自然災害対策など９人の議員が登壇）
議会アンケートの結果報告
廃校活用セミナーなど常任委員会調査報告

藤田保育所が緑風園を訪問し、元気な笑顔が広がりました藤藤田保田保保育育所が所が緑が緑緑風風園を園をを訪訪問し、、元気元気な気なな笑笑顔が顔が広が広が広がりました藤田保育所が緑風園を訪問し、元気な笑顔が広がりました

ぼくらの元気をわけてあげるぼくらの元気をわけてあげる

除染事業が大幅増加
平成24年度決算

９月定例会
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平
成
24
年
度
一
般
会
計
決
算

額
は
、
歳
入
総
額
が
68
億
６
５

８
万
円（
前
年
比
１
・
３
％
減
）、

歳
出
総
額
が
61
億
２
４
１
５
万

円（
前
年
比
０
・
６
％
減
）と
な

り
、
翌
年
度
に
繰
り
越
す
事
業

の
財
源
を
差
し
引
い
た
実
質
収

支
額
は
５
億
３
８
９
５
万
円（
前

年
比
10
・
２
％
減
）の
黒
字
決
算

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
主
な
要
因
は
、
退
職
に

よ
る
人
件
費
減
や
町
単
独
事
業

の
減
少
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
し

か
し
震
災
後
２
年
が
経
過
し
、

特
別
交
付
税
や
震
災
復
興
特

別
交
付
税
が
減
少
し
て
い
る
た

め
、
今
後
は
定
住
化
や
税
収
確

保
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
財
政

状
況
が
厳
し
く
な
り
ま
す
。

　

自
主
財
源
の
中
心
と
な
る
町

税
は
前
年
比
４
７
５
８
万
円
減

と
な
り
、
依
存
財
源
で
あ
る
地

方
交
付
税
も
震
災
関
連
交
付
税

の
減
少
に
よ
り
前
年
比
３
億
６

３
６
６
万
円
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

９
月
議
会
定
例
会
は
９
月
10
日
か
ら
19
日
ま
で
10
日
間
の
会

期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
に
は
平
成
24
年
度
決
算
認
定
や
条
例
の
改
正
、
平

成
25
年
度
補
正
予
算
、
人
事
案
件
な
ど
36
議
案
が
提
出
さ
れ
、

す
べ
て
原
案
ど
お
り
認
定
可
決
、
同
意
、
決
定
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
９
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
14
項
目
に
わ
た
っ

て
町
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

一
般
会
計

今後の財源確保に課題

９月
定例会特別会計を含む歳出総額90億8977万円

歳　入　　68億658万円

依存財源依存財源

自主財源自主財源

48億9766万円
72.0％

48億9766万円
72.0％

19億892万円
28.0％

19億892万円
28.0％

地方交付税
24億7589万円  36.4%

その他の自主財源
9365万円　1.4%

使用料・手数料
1億1451万円　1.7%

繰入金・繰越金
8億3193万円  12.2%

町税
8億6882万円  12.7%

その他の依存財源
1億6847万円    2.5%

町債（借金）
4億5472万円    6.7%

国県支出金
17億9858万円  26.4%

（うち震災復旧分）
　1億4869万円  2.2％
（うち除染対策分）
　10億8986万円  16.0％

（うち震災復旧分）
　2億1597万円　3.2%

町の収入でまかないきれない分
を国が交付、再配分するもの

給食費や町税の延滞金など

国や県からの補助金

銀行などからの借入金

地方譲与税、地方消費税
交付金など

町民税、固定資産税、町たばこ
税など

貯金を下ろして使うもの、前年度
からの繰越金

町営住宅の使用料や戸籍事務の手数料など

歳

入

除
染
事
業
が

　
　
大
幅
増
加



議会で汚染廃棄物の仮置き場の整備状況を調査（大枝地区）

　

義
務
的
経
費（
人
件

費
な
ど
）は
前
年
比
８

７
９
５
万
円
減
、
投
資

的
経
費（
災
害
復
旧
費

な
ど
）は
７
億
７
０
０
４

万
円
減
、
そ
の
他
の
経

費（
積
立
金
な
ど
）は
１

７
２
６
万
円
増
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
う
ち
除

染
な
ど
原
発
災
害
対
策

関
連
費
用
は
11
億
８
６

５
３
万
円
と
大
幅
に
増

加
し
ま
し
た
。

黒字決算も
一般会計歳出61億2415万円

歳　出　　61億2415万円

義務的経費義務的経費

投資的経費投資的経費

一般的経費
その他
一般的経費
その他 17億5631万円

28.7％
17億5631万円
28.7％

8億6939万円
14.2％

8億6939万円
14.2％

34億9845万円
57.1％

34億9845万円
57.1％

人件費
8億7745万円  14.3%

（うち職員給与）
4億8861万円　 8.0%
扶助費
3億4174万円    5.6%

公債費（借金返済）
5億3712万円    8.8%

普通建設事業費
6億2815万円  10.3%

災害復旧事業費
2億4124万円    3.9%

その他
9億8515万円　16.1%

補助費など
8億4949万円   13.9%

維持補修費
6130万円　1.0%

物件費
16億251万円    26.1%

（うち除染など
　原発災害対策関連費用）
　11億8653万円    19.3%

議員、正職員、嘱託職員の
給与など

児童手当や介護給付費など

借入金の元金と利子の返済

公共施設除染や農業施設の
復旧費用など

水田や農地の除染、災害廃棄
物の処理費用など

町道や橋などの補修費用

藤田病院や消防組合、ゴミ処
理組合の負担金など

特別会計への繰出金など

くにみ幼稚園や国見小学校
プールの改修費用など

■平成24年度特別会計決算状況
会　計　名 歳入総額 歳出総額

山長育英財産管理 64万円 64万円

給 食 セ ン タ ー 9095万円 9095万円

公共下水道事業 4億6347万円 4億5058万円

後期高齢者医療 1億493万円 1億417万円

国 民 健 康 保 険 13億5988万円 12億7179万円

介 護 保 険 9億7892万円 9億4908万円

土 地 開 発 事 業 9359万円 9058万円

渇 水 対 策 施 設 798万円 780万円

大 木 戸 財 産 区 17万円 13万円

入 山 財 産 区 21万円 15万円

■平成24年度水道事業会計
収支別 収　　入 支　　出

収 益 的 収 支 2億3270万円 2億868万円

資 本 的 収 支 4917万円 6956万円

資本的収支の不足分は過年度分損益勘定留保資金で補てんしました。

■町債（借金）年度末現在高

会　計　名 平成24年度 平成23年度

一 般 会 計 51億875万円 51億3929万円

下　水　道 18億1483万円 18億3662万円

合　計 69億2358万円 69億7591万円

■主な基金（貯金）の年度末現在高

基　　　金 平成24年度 平成23年度

財政調整基金 9億6332万円 8億422万円

東日本大震災復興（支援）
交付金基金 2億6422万円 2億6402万円

ふれあい福祉基金 1億5197万円 1億5197万円

歳

出
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平成24年度に実施した主な事業平成24年度に実施した主な事業平成24年度に実施した主な事業平成24年度に実施した主な事業
原発災害
対策事業

下水道の
災害復旧工事

くにみ幼稚園
（旧森江野小学校）
改修工事

国見小学校
プールの
改修工事

くにみももたん
ＦＭ放送（緊急雇用
創出基金事業）

国見小学校
スクールバス
送迎

まちづくり
推進事業（義経まつり、
ビッグツリーなど）

特別養護老人
ホーム国見の里
への支援

公共施設の除染や水田に放射性物質吸収抑制材
散布、果樹木洗浄、ガラスバッチ健康調査など
を実施しました。

公公共共施施設の設のの除除染や染や水や水水田にに放放射射性物性物物質質吸収吸収収抑抑制材制材
散布散布、布、果果樹木樹木木洗浄洗浄、浄、ガガラススバッチチ健健康康調調査な査など
をを実実施しましたた。

公共施設の除染や水田に放射性物質吸収抑制材
散布、果樹木洗浄、ガラスバッチ健康調査など
を実施しました。 9億2966万円9億9億2億29299666万6万万円9億2966万円

震災により破損した下水道を修理しました。震災震災災により破破損した下た下水下水水道を道をを修修理しましたた。震災により破損した下水道を修理しました。

2億142万円2億2億14242万2万万円2億142万円

旧森江野小学校を改修し、統合する幼稚園の
校庭や教室などを整備しました。
旧旧森江森江江野小野小学小学校学校を校をを改修改修しし、統合統合す合すするる幼稚幼稚稚園の園の
校校庭や庭やや教教室な室などどをを整備整備しましたた。
旧森江野小学校を改修し、統合する幼稚園の
校庭や教室などを整備しました。

1億6962万円1億6億696996262万2万万円1億6962万円
老朽化したプールを新しくしました。老朽老朽化朽化したプたププールールルをを新しくしましたた。老朽化したプールを新しくしました。

7066万円70700666万6万万円7066万円

毎週金曜午前10時から町の情報を発信してい
ます。
毎毎週金週金金曜午曜午午前100時か時から町の町のの情報情報を報をを発信発信してしてい
ます。す。
毎週金曜午前10時から町の情報を発信してい
ます。 2058万円202050558万8万万円2058万円

24年4月に統合した国見小学校まで各地区から
バスで送迎しています。
24244年4年44月にに統合統合したた国見国見小見小学小学学校校まで各で各各地地区か区から
バスバスでスでで送送迎してしていますす。
24年4月に統合した国見小学校まで各地区から
バスで送迎しています。 1986万円199886万6万万円1986万円

義経まつりや阿津賀志山ビッグツリーなどを
行いました。
義経義経経まつりやや阿阿津賀津賀志賀志志山ビッグツグツリーーなどどを
行行いましたた。
義経まつりや阿津賀志山ビッグツリーなどを
行いました。 660万円66660万0万万円660万円

国見の里の開所に向け、町道新設や土地提供
などの支援を行いました。
国見国見の見のの里の里のの開所開所所にに向けけ、町町道道新新設や設や土や土土地地提供提供
などのどの支の支支援を援をを行行いましたた。
国見の里の開所に向け、町道新設や土地提供
などの支援を行いました。 5747万円5757474747万7万万円5747万円



平
成
24
年
度
決
算
認
定

を
見
る
数
値
も
改
善
さ
れ
問
題

な
い
と
の
報
告
だ
が
、
今
後
の

課
題
は
。

　

地
方
交
付
税
や
復
興

関
係
特
別
交
付
税
は
今

後
減
る
見
込
み
。
ま
た
役
場
庁

舎
建
設
や
交
流
の
場
の
設
置
な

ど
ハ
ー
ド
事
業
で
か
な
り
の
負

担
増
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
長

期
見
通
し
を
持
っ
て
対
応
す
る
。

　各会計の決算書が関
係法令に準拠している
か、財政運営が適正か
を主眼として審査をし
ました。
　その結果、各会計と

も黒字であり、計画的な財政執行による収支
の均衡と健全な財政運営が行われていまし
た。
　また、健全化判断比率、資金不足比率審査
は、その算定と基礎となる書類が適正に作成
されているかを主眼として実施しました。
　その結果、いずれも適正に行われていまし
た。
　健全化判断比率は、実質公債費比率、将来
負担比率とも前年より下がり、早期健全化基
準を下回っているため、良好です。
　公営企業の経営状況は、水道事業会計、下
水道事業特別会計、土地開発事業特別会計の
いずれも資金不足はありません。 （抜粋）

決算審査報告
代表監査委員　佐藤　徳正

（
村
上
晴
夫
議
員
）

　

約
２
億
３
０
０
０
万

円
が
黒
字
で
町
財
政
の
健
全
度

　

平
成
24
年
度
決
算
の
認
定
は
議
会
最
終
日
に
行
わ
れ
、全
議

案
が
原
案
ど
お
り
全
員
賛
成（
※
山
長
育
英
財
産
管
理
特
別
会

計
は
賛
成
多
数
）で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

（
松
浦
常
雄
議
員
）

　

町
税
滞
納
分
の
解
消

対
策
は
。

　

分
割
納
入
や
預
金
の

差
し
押
え
、
公
売
で
の

財
産
処
分
な
ど
で
対
応
。
県
税

と
連
携
し
た
徴
収
も
実
施
。
25

年
度
は
専
門
家
に
依
頼
し
、
滞

納
者
の
生
活
再
建
や
過
払
い
分

の
返
還
相
談
を
進
め
る
。

（
村
上
晴
夫
議
員
）

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
に

８
３
６
万
円
を
補
助
し
て
い
る

が
、
利
用
状
況
と
今
後
の
見
込

み
は
。

　

利
用
者
は
年
間

約
１
万
７
６
０
０

人
、
１
日
約
72
人
。
少
し
ず
つ

増
え
て
い
て
、
そ
の
７
〜
８
割

が
満
足
と
の
回
答
。
安
定
的
な

運
営
へ
支
援
を
続
け
た
い
。

（
村
上
晴
夫
議
員
）

　

藤
田
病
院
の
赤
字
を

補
う
特
別
負
担
金
は
国
見
町
、

桑
折
町
、
伊
達
市
の
３
市
町
で

分
担
し
、
国
見
町
は
６
５
０
０

万
円
を
負
担
し
て
い
る
。
前
町

長
は
国
見
町
の
負
担
割
合
を
減

ら
す
こ
と
を
検
討
し
て
い
た
が

結
果
の
報
告
が
な
か
っ
た
。
現

（
６
Ｐ
に
続
く
）

在
の
状
況
は
。

　

病
院
経
営
や
医
師
不

足
解
消
の
課
題
が
優
先

で
あ
り
、
町
の
負
担
割
合
を
減

ら
す
こ
と
で
は
な
く
、
病
院
を

ど
う
維
持
発
展
さ
せ
る
か
を
３

市
町
で
協
力
し
て
対
応
し
た
い
。

（
渡
辺
勝
弘
議
員
）

　

不
法
投
棄
ご
み
対
策

事
業
の
成
果
と
対
策
は
。
ま
た

罰
金
制
度
や
罰
則
条
例
の
考
え

は
。

　

24
年
度
は
タ
イ

ヤ
、
家
電
な
ど
１

３
５
０
㎏
を
回
収
。
不
法
投
棄

防
止
の
看
板
を
設
置
し
た
。

　

廃
棄
物
処
理
法
に

告
発
制
度
が
あ
り
、
悪

質
な
場
合
は
県
や
警
察
と
連
携

し
、対
応
を
検
討
す
る
。

（
村
上
正
勝
議
員
）

　

果
樹
共
済
事
業
は
自

然
災
害
な
ど
か
ら
農
家
を
守
る

た
め
重
要
で
あ
り
、
町
で
積
極

的
に
助
成
す
べ
き
で
は
。

一
般
会
計
歳
入

一
般
会
計
歳
出

質質

疑疑
（
一
部
抜
粋
・
要
約
）

問

問

町
長

町
長

町
長

問

問

問問

税
務
課
長

企
画
情
報

課　
　

長

住
民
生
活

課　
　

長

健全化判断比率（％）

区　　分 24年度
（23年度）

早期健全化
基準

実質赤字比率※１ 赤字なし
（〃） 15.00

連結実質赤字比率※２ 赤字なし
（〃） 20.00

実質公債費比率※３ 11.1 (12.9) 25.00

将来負担比率※４ 78.3 (85.2) 350.00

※１　一般会計と公営事業を除く特別会計の赤字の割合
※２　公営事業を含む全会計の赤字額の合計の割合
※３　収入に対する負債返済の割合
※４　将来支払う見込みの負債割合
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24
年
度
は
せ
ん

孔
細
菌
病
の
被
害

が
大
き
か
っ
た
た
め
、補
助
対
象

を
新
規
加
入
者
の
み
か
ら
加
入

者
全
員
に
拡
大
し
た
。

（
浅
野
富
男
議
員
）　

老
朽
化
し
た
橋
梁
な
ど

の
調
査
や
対
応
は
。

　

町
管
理
箇
所
を
全
部

調
査
し
た
が
、
緊
急
で

工
事
が
必
要
な
危
険
箇
所
は
な

か
っ
た
。
老
朽
化
が
進
ん
だ
所

は
、
国
の
補
助
金
な
ど
財
源
を

確
保
し
、修
理
を
検
討
す
る
。

（
阿
部
泰
藏
議
員
）

　

町
道
の
舗
装
改
良
工

事
年
次
計
画
は
あ
る
の
か
。

　

計
画
は
な
い
が
、
幹

線
道
路
や
通
学
路
な
ど

を
優
先
的
に
実
施
す
る
。

（
村
上
晴
夫
議
員
）

　

小
学
校
統
合
か
ら
１

年
半
に
な
る
が
、
現
時
点
で
の

評
価
は
。

　

施
設
も
十
分
に

整
備
し
、
保
護
者

か
ら
も
好
評
。
今
後
は
教
育
内

容
の
充
実
が
重
要
と
な
る
。
25

年
度
は
指
導
主
事
を
配
置
し
、

新
し
い
教
育
計
画
な
ど
基
礎
づ

く
り
の
た
め
教
育
委
員
会
に
頑

張
っ
て
も
ら
う
。

（
浅
野
富
男
議
員
）

　

小
学
校
統
合
で
各
地

区
の
青
少
年
健
全
育
成
活
動
が

で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。
今
後

を
ど
う
考
え
る
の
か
。

　

ま
ず
各
地
区
で
地
域

の
活
動
を
ど
う
す
る
か

考
え
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
中

で
青
少
年
健
全
育
成
を
議
論
し

て
も
ら
い
、町
全
体
で
の
取
り
組

み
を
ま
と
め
た
い
。

（
東
海
林
一
樹
議
員
）

　

観
月
台
文
化
セ
ン

タ
ー
復
旧
に
基
金
５
０
０
０
万

円
を
積
み
立
て
た
が
、
費
用
の

見
込
み
は
。　

復
旧
費
用
は
調

査
で
き
て
い
な
い
。

ホ
ー
ル
の
老
朽
化
対
策
を
含

め
、調
査
し
た
い
。

（
志
村
良
男
議
員
）

　

義
経
の
腰
掛
松
が
枯

れ
て
い
る
が
そ
の
対
応
は
。
町

指
定
の
天
然
記
念
物
で
あ
り
、

そ
の
幹
を
保
存
す
べ
き
で
は
。

　

専
門
家
が
調
査

し
た
が
、
か
な
り

弱
っ
て
い
る
状
況
。
保
存
に
つ
い

て
は
文
化
財
保
護
審
議
会
に
意

見
を
求
め
検
討
す
る
。

（
阿
部
泰
藏
議
員
）

　

山
林
の
寄
付
を
受
け

51
年
が
経
過
し
た
が
、
収
益
は

な
く
、
育
英
奨
学
の
目
的
に
使

わ
れ
て
い
な
い
。
山
林
と
し
て

の
価
値
は
。
育
英
に
使
う
の
は

不
可
能
で
は
。

　

木
材
価
格
の
低

迷
や
松
く
い
虫
被

害
で
収
益
が
出
て
い
な
い
。
今

後
の
対
応
は
管
理
委
員
会
で
十

分
検
討
し
た
い
。

（
阿
部
泰

藏
議
員
）

　

50
年
以
上
、
設
置
目
的
を

果
た
し
て
い
な
い
た
め
決
算

を
認
定
で
き
な
い
。

（
賛
成
10
人
、
反
対
１
人
で

認
定
）

（
浅
野
富
男
議
員
）

　

健
康
診
断
で
再
検
査

が
必
要
な
人
の
受
診
状
況
は
。

　

検
査
結
果
を
把

握
し
、
再
検
査
の

案
内
を
行
い
、
緊
急
時
は
電
話

で
連
絡
し
て
い
る
。
必
ず
受
診

す
る
よ
う
対
応
を
考
え
た
い
。

（
阿
部
泰
藏
議
員
）

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
入
所
基
準
の
厳
格
化
が
報

道
さ
れ
た
が
、
入
所
が
制
限
さ

れ
る
日
常
生
活
で
何
ら
か
の
介

助
が
必
要
な
人
は
何
人
い
る
の

か
。

　

制
限
は
国
で
検

討
中
で
あ
り
、
決

定
で
は
な
い
。
制
限
対
象
と
な

る
入
所
者
は
13
人
。

（
阿
部
泰
藏
議
員
）

小
坂
緑
住
区
内
に
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
国
見
の
里
を

設
置
し
た
が
、
残
地
の
利
用
計

画
は
。

　

残
地
は
２
万
４

０
０
０
平
方
㍍
あ

る
。
当
初
は
住
宅
団
地
を
予
定

し
て
い
た
が
今
後
検
討
す
る
。

（
阿
部
泰
藏
議
員
）

　

５
億
円
の
基
金
で
事

業
を
開
始
し
た
が
、
運
用
利
益

が
少
な
く
元
金
の
取
り
崩
し
も

想
定
さ
れ
る
。
そ
の
対
策
は
。

　

年
間
の
経
費

は
約
５
０
０
万
円

で
、
元
金
を
取
り
崩
し
て
も
長

期
的
な
施
設
管
理
は
可
能
。

町
長

生
涯
学
習

課　
　

長

生
涯
学
習

課　
　

長

保
健
福
祉

課　
　

長

企
画
情
報

課　
　

長

上
下
水
道

課　
　

長

保
健
福
祉

課　
　

長

建
設
課
長

反
対
討
論

建
設
課
長副

町
長

教
育
長

問

問

問

問

問

問問

問

問

問

問

※
山
長
育
英
財
産

管
理
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

土
地
開
発
事
業
特
別
会
計

介
護
保
険
特
別
会
計

渇
水
対
策
施
設
特
別
会
計

※
山
長
育
英
財
産

　

昭
和
37
年
に
故
山
田
長
一
氏

か
ら
町
出
身
者
の
育
英
、
奨
学

を
目
的
に
寄
付
さ
れ
た
宮
城
県

白
石
市
越
河
地
内
の
山
林
７
・

９
㌶
か
ら
の
収
益
を
教
育
に
役

立
て
る
た
め
設
置
。
管
理
条
例

で
「
財
産
の
管
理
、運
営
は
寄
附

者
の
精
神
を
充
分
尊
重
す
る
こ

と
」と
規
定
。

産
業
振
興

課　
　

長



　

平
成
25
年
度
の
補
正
予
算

は
、一
般
会
計（
第
３
号
）や
公
共

下
水
道
事
業
会
計（
第
２
号
）な

ど
６
件
が
提
出
さ
れ
、
予
算
総

額
１
０
２
億
４
５
９
４
万
円
を

全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

そ
の
う
ち
一
般
会
計
で
は
、

国
見
小
学
校
の
遊
具
整
備
や
外

壁
改
修
費
７
４
１
０
万
円
、
街

な
か
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
事
業
９
８

０
万
円
、
森
林
除
染
や
仮
置
き

場
整
備
の
原
発
対
策
に
７
億
８

２
０
０
万
円
な
ど
合
計
13
億
10

万
円
を
増
額
し
ま
し
た
。
そ
の

財
源
は
国
県
補
助
金
や
基
金（
貯

金
）を
取
り
崩
し
て
賄
い
ま
す
。

（
村
上
晴
夫
議
員
）

　

地
方
交
付
税
に
関
連

し
、
国
が
地
方
公
務
員
の
給
与

減
額
を
押
し
つ
け
て
き
た
が
、

県
内
の
市
町
村
で
も
対
応
が
分

か
れ
て
い
る
。
今
回
の
補
正
予

算
を
見
て
も
復
興
、
除
染
な
ど

で
業
務
量
が
増
大
し
て
い
る
。

そ
の
中
で
給
与
減
額
を
す
れ
ば

職
員
の
士
気
低
下
で
町
政
の
停

滞
が
懸
念
さ
れ
る
。
町
長
の
考

え
は
。　

被
災
３
県
の
給
与
削

減
は
望
ま
し
く
な
い
。

職
員
の
業
務
量
も
過
多
に
な
っ

て
い
る
。
関
係
市
町
村
や
県
、

国
の
動
向
も
あ
る
が
、
職
員
の

士
気
高
揚
、
町
全
体
を
盛
り
上

げ
る
た
め
に
も
現
状
維
持
で
対

応
し
た
い
。

（
浅
野
富
男
議
員
）

　

住
宅
除
染
は
25
年
度

で
１
０
４
２
戸
の
実
施
予
定
だ

が
、
そ
の
進
み
具
合
は
。

　

業
者
に
委
託
し

て
順
次
実
施
し
て

い
る
。
予
定
ど
お
り
３
月
ま
で

に
除
染
を
進
め
た
い
。

※
10
月
20
日
現
在
の
実
施
戸
数

は
１
０
７
戸
で
す
。

（
佐
藤
定
男
議
員
）

　

森
林
除
染
３
億
２
８

０
０
万
円
の
追
加
理
由
は
。

　

現
在
、
住
宅
除

染
地
域
は
森
林
に

隣
接
し
て
い
る
。
除
染
の
効
果

を
上
げ
る
た
め
の
対
応
で
あ
る
。

（
渡
辺
勝
弘
議
員
）

　

街
な
か
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
は
昨
年
ま
で
の
事
業
と
ど
こ

が
違
う
の
か
。

　

新
た
に
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
、ビ
ッ

グ
ツ
リ
ー
な
ど
と
の
相
乗
効
果

で
盛
り
上
げ
る
。町
民
参
加
で
、

地
区
ご
と
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
で
飾
り
付
け
、元
気
ア
ッ
プ
に

つ
な
げ
る
。

（
松
浦
常
雄
議
員
）

　

森
林
整
備
加
速
化
林

業
再
生
基
金
事
業
の
内
容
は
。

　

内
谷
地
区
の
松

く
い
虫
防
除
事
業

と
光
明
寺
地
区
の
広
葉
樹
林
再

生
事
業
を
実
施
。

（
佐
藤
定
男
議
員
）

　

国
見

小
学
校
遊
具
整

備
費
２
１
０
０

万
円
の
内
容

は
。

　

小
学
校
の
遊

具
を
全
て
撤
去

し
、
新
し
い
も

の
に
取
り
替
え

る
。ア
ス
レ
チ
ッ

ク
複
合
遊
具
を

設
置
し
、
子
ど

も
た
ち
の
体
力

づ
く
り
に
役
立

て
た
い
。（

松
浦
常
雄
議
員
）

　

災
害
復
旧
工
事
９
１

０
０
万
円
の
内
容
は
。

　

震
災
後
の
余
震

な
ど
で
新
た
に
被

害
が
発
生
し
た
国
見
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
な
ど
の
下
水
管
１
１
３
７

㍍
の
復
旧
工
事
で
あ
る
。

質質

疑疑

職
員
給
与
を
減
額
す
る
の
か

住
宅
除
染
の
進
み
具
合
は

森
林
除
染
の
追
加
理
由
は

内
谷
地
区
と
光
明
寺
地
区

で
森
林
整
備
を
実
施

国
見
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
な
ど
の

復
旧
工
事
を
進
め
る

小
学
校
に
ア
ス
レ
チ
ッ
ク

な
ど
複
合
遊
具
を
設
置

新
事
業
の
街
な
か

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
と
は

問問

問

問

問

問

問

町
長

平
成
25
年
度

　
補
正
予
算

住
宅
や
隣
接
す
る
森
林
除
染
を
加
速

森
林
除
染
に
３
億
２
８
０
０
万
円
追
加

原
発
災
害

対
策
課
長

原
発
災
害

対
策
課
長

産
業
振
興

課　
　

長

学
校
教
育

課　
　

長

上
下
水
道

課　
　

長

産
業
振
興

課　
　

長

一
般
会
計
補
正
予
算

公
共
下
水
道
事
業
補
正
予
算

下水道の被災状況を調査（国見ニュータウン内）
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遊
佐
眞
紀
子
前
教
育
委
員
の

任
期
満
了
に
よ
り
、
教
育
委
員

に
高
橋
幸
子
氏（
藤
田
）の
選
任

に
同
意
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同

じ
く
任
期
満
了
と
な
る
石
川
博

利
氏（
森
山
）の
再
任
に
同
意
し

ま
し
た
。

　

な
お
、
10
月
の
教
育
委
員
会

で
高
橋
幸
子
教
育
委
員
が
教
育

委
員
長
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

人

事

　

退
任
さ
れ
た
遊
佐
眞
紀
子
前

教
育
委
員
長
は
、
平
成
13
年
か

ら
３
期
12
年
に
わ
た
り
学
力
向

上
や
小
学
校
、
幼
稚
園
の
統
合

な
ど
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
満
了
に
伴
う
人
権
擁
護

委
員
候
補
者
に
、
遠
藤
一
夫
氏

（
鳥
取
）を
適
任
と
認
め
推
薦
す

る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

新
教
育
委
員
長
に

高
橋
幸ゆ

き

子こ

氏

人
権
擁
護
委
員
に

遠
藤
一
夫
氏
を
推
薦

（
要
旨
）役
場
庁
舎
建
設
工
事

を
株
式
会
社
安
藤
・
間

は
ざ
ま

東
北
支

店（
宮
城
県
仙
台
市
）と
20
億
３

４
９
０
万
円
で
契
約
し
ま
す
。

な
お
、
工
事
は
地
元
企
業
の
安

藤
組（
福
島
市
）、
佐
久
間
工
業

（
国
見
町
森
山
）の
３
社
共
同
で

行
い
、
平
成
27
年
２
月
に
完
成

予
定
で
す
。（全

員
賛
成
で
可
決
）

55
％
、
福
島
市
の
安
藤
組
が

30
％
、
地
元
国
見
町
の
佐
久
間

工
業
が
15
％
の
割
合
。

（
阿
部
泰
藏
議
員
）

　

共
同
企
業
体
の
地
元

業
者
は
い
つ
決
定
し
た
の
か
。

　

落
札
決
定
後
、
元
請

け
業
者
が
共
同
企
業
体

を
組
ん
だ
も
の
。

（
村
上
正
勝
議
員
）

　

競
争
入
札
で
落
札
率

が
99
・
38
％
と
い
う
の
は
高
す

ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

６
社
を
指
名
し
、
入

札
し
た
結
果
、
予
定
価

格
に
達
し
た
業
者
は
１
社
の
み
。

要
因
は
人
件
費
、
資
材
単
価
の

高
騰
の
た
め
。

（
阿
部
泰
藏
議
員
）

　

共
同
企
業
体
と
な
る

株
式
会
社
安
藤
・
間
と
地
元
業

者
の
工
事
請
負
割
合
は
。

　

元
請
け
と
な
る
安

藤
・
間
東
北
支
店
が

質質

疑疑

３
社
の
共
同
企
業
体

が
建
設

条
例
そ
の
他

落
札
率
が
高
す
ぎ
る
の
で
は

町
の
地
元
業
者
も

建
設
に
入
る
の
か

問問

問

総
務
課
長

総
務

課
長

総
務
課
長

石川博利氏

庁舎建設安全祈願祭の様子

高橋幸子氏
退任された
遊佐眞紀子氏

庁
舎
建
設
工
事
契
約
を
決
定

　

任
期
満
了
に
伴
う
国
見
町
・

桑
折
町
有
北
山
組
合
議
会
議
員

選
挙（
各
地
区
か
ら
推
薦
さ
れ
た

候
補
者
を
議
会
で
決
定
）が
行
わ

れ
、
国
見
町
か
ら
以
下
の
と
お

り
当
選
し
ま
し
た
。

　

第
１
選
挙
区（
小
坂
）

 
安
藤　

信
晴
氏

　

第
２
選
挙
区（
泉
田
）

 

佐
藤　

精
市
氏

　

第
３
選
挙
区（
鳥
取
）

 

遠
藤　
一
夫
氏

　

第
４
選
挙
区（
内
谷
）

 

赤
坂　
　

晃
氏

　

第
５
選
挙
区（
藤
田
）

 

秦　
　

富
夫
氏

　

第
６
選
挙
区（
山
崎
）

 

八
島　

富
一
氏

　

第
７
選
挙
区（
塚
野
目
）

 

高
橋　

佐
七
氏

選

挙

※
国
見
町
・
桑
折
町
有
北
山
組
合

　

国
見
町
、
桑
折
町
の
一
部
の

地
区
が
白
石
市
小
原
地
内
の
山

林
約
５
２
０
㌶
を
所
有
し
、
管

理
す
る
た
め
の
一
部
事
務
組
合
。

国
見
町
、
桑
折
町
か
ら
の
議
員

12
人
で
議
会
を
構
成
。

※
国
見
町
・
桑
折
町
有
北
山

組
合
議
会
議
員
選
挙



９月定例会では陳情１件を委員会で審査し、採択となりました。

陳　　情 提 出 者 審査委員会 結果

「森林吸収源対策及び地球温暖化対策に
関する地方の財源確保のための意見書採
択」に関する陳情

全国森林環境税創設促進議員連盟
会長　板垣　一徳
　　　　（新潟県村上市議会議長）

産業厚生 採択

意見書 ９月定例会では意見書３件を可決し、国など関係機関へ送付しました。

請願・陳情みなさんからの

放射性物質を含む下水汚泥の
場外搬出を求める意見書

可
決

10度目の意見書提出 平成23年８月以降、９度にわたり意見書を可決し、
国県関係機関に提出したが、何の解決方法も見えな
いため、国と東京電力の責任により一刻も早い下水
汚泥搬出の対策を再度求める。

道州制導入に断固反対する意
見書

可
決

道州制導入は、住民と行政との距離を遠ざけ、住民
自治を衰退させることは明白である。我々町村議会
が要請した絶対に道州制を導入しないことを無視
した、道州制導入ありきの法案提出に対し、断固反
対する。

 「森林吸収源対策及び地球温
暖化対策に関する地方の財源
確保」のための意見書

可
決

温室効果ガスの吸収源としての森林の整備・保全
等の安定的な財源確保のため、「石油石炭税の税率
の特例」による税収の一定割合を、森林面積に応じ
て譲与することを求める。

町長の行政報告（抜粋）

■ 東日本大震災の早急な復旧・復興
　ホールボディカウンターによる内部被ばく検査は、３月
末までに希望者全員が終了予定。これまで健康に影響のあ
る数値は出ていません。
　女性100人国見町応援団の参加者を「国見女性サポータ
ー」に認定し、三屋裕子さんに同サポーター会長をお願い
しました。
　あんぽ柿の復興プロジェクトは、県の幼果期検査結果が
出た時点で、生産農家へ説明し、検査計画を作ります。

■ 安全安心なまちづくり
　東日本大震災対応への意見約550件を集約し、検証委員
会で協議します。

■ 活力あるまちづくり
　「道の駅を核にした交流の場」は検討委員会で９月末まで
に必要事項を取りまとめる予定です。
　「都市計画マスタープランの作成」は、町民アンケートを

実施し、集計結果を次期マスタープランへ反映させます。
　「旧小学校校舎活用計画策定委員会」は、地域の方の意見
も含め、11月末までに方向性をまとめる予定です。

■ 思いやりのあるまちづくり
　８月１日に国見町社会福祉協議会が新事務所で業務を開
始し、９月１日に特別養護老人ホーム「国見の里」が開所し
ました。（10月９日、災害時に高齢者や障がい者を支援する
福祉避難所協定をそれぞれ締結しました。）
　９月５日に屋内遊び場「くにみももたん広場」の本格利用
を開始しました。

■ 町の維持発展と町民皆様との連携
　個人町県民税の収納率が７期連続で管内トップとなり知
事感謝状を受けました。引き続き収納率の向上を図ります。
　「保・幼・小・中連携」の一貫教育と「地域の力を学校運営に
生かすこと」を柱に『国見の教育ビジョン』を検討委員会で
策定します。

９月定例会
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一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
政
全
般
に
わ
た
り
執

行
状
況
や
将
来
に
対
す
る
方
針
な
ど
、
諸
問
題
に
つ

い
て
質
問
を
行
い
、
町
の
政
治
姿
勢
を
明
ら
か
に
す

る
も
の
で
す
。

議員 質問事項 ページ

松浦　常雄
多発する自然災害にきめ細かな対応を

11
児童生徒の体力低下が心配だが

佐藤　定男 「いじめ」根絶に何が重要か 12

浅野　富男 個人による原発損害賠償請求に町の支援を 13

渡辺　勝弘 桃のトップセールスの成果は 14

阿部　泰藏 臨時・嘱託職員の待遇改善を 15

村上　晴夫
農業と連携した観光事業で町の活性化を

16
第５次国見町振興計画の進捗状況は

東海林　一樹
女性100人応援団は継続すべきだ

17
道の駅の進捗状況は

井砂　善榮

国見は桃生産、全国一の町だが

18あんぽ柿再開時の新たな費用負担は

岩淵遺跡の屋根の傷みがひどいが

渋谷　福重 自主防災会独自の取り組みに支援を 19

町
政
を
問
う
一般
質問

9
月
定
例
会

～9人の議員が登壇し、活発な議論を展開～

質問、答弁は要約して掲載しています。会議録全文は、町議会ホームページに
掲載予定です。［http://www.town.kunimi.fukushima.jp/groups/gikai/］



　

今
年
度
の
町
の

総
合
防
災
訓
練
の

ね
ら
い
と
概
要
は
。

　

東
日
本
大
震
災

程
度
の
地
震
を
想

定
し
た
効
果
的
な
訓
練
を

行
う
。
そ
の
た
め
避
難
訓

練
･
避
難
所
開
設
･
初
期

消
火
･
救
出
･
救
助
訓
練
･

情
報
収
集
伝
達
訓
練
な
ど

数
多
く
の
訓
練
を
実
施
す

る
。

　

東
日
本
大
震
災

の
体
験
か
ら
特
に

食
糧
･
水
･
燃
料
な
ど
の

確
保
が
重
要
で
あ
る
。
備

蓄
の
現
状
は
。　

ア
ル
フ
ァ

化
米
３
７
５

０
食
、
乾
パ
ン
３
１
０
０

食
、
保
存
水
５
０
０
㎖
換

算
で
４
７
０
０
本
を
備
蓄

し
て
い
る
。ガ
ソ
リ
ン
な
ど

の
燃
料
は
、
備
蓄
が
困
難

な
た
め
町
内
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
と
の
連
携
に
よ
り

確
保
し
た
い
。

　

備
蓄
に
は
限
り

が
あ
る
。
各
家
庭

で
の
備
蓄
が
重
要
で
は
。

　

町
が
配

布
し
た
防
災

マ
ッ
プ
で
１
人
１
日
３
ℓ

の
水
を
最
低
３
日
間
分
と

非
常
食
３
日
分
を
含
む
７

日
分
程
度
の
食
糧
の
備
蓄

を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

大
震
災
で
は
発

電
機
が
な
く
困
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
経
験
を

ど
う
生
か
す
の
か
。

　

東
日
本
大

震
災
検
証
委

員
会
を
設
置
し
検
証
を
行

い
、
地
域
防
災
計
画
の
見

直
し
を
す
る
。

　

全
国
各
地
で
豪

雨
に
よ
る
土
石
流

等
が
発
生
し
て
い
る
。
町

内
に
も
危
険
箇
所
が
あ

る
。
防
災
マ
ッ
プ
の
配
布

だ
け
で
な
く
町
内
会
長
や

自
主
防
災
会
長
に
具
体
的

な
説
明
を
す
べ
き
で
な
い

か
。

　

今
後
、
地

域
防
災
計
画

の
変
更
に
伴
い
防
災
マ
ッ

プ
の
改
定
が
あ
る
。
そ
の

際
、
是
非
と
も
説
明
会
を

開
催
し
周
知
を
図
っ
て
い

く
。

　

各
家
庭
の
防
災

無
線
で
電
池
が
な

い
な
ど
で
受
信
で
き
な
い

も
の
が
多
い
と
聞
く
。
自

主
防
災
会
を
活
用
し
て
点

検
を
し
て
は
ど
う
か
。

　

自
主
防
災

組
織
な
ど
関

係
す
る
方
々
と
協
議
を
進

め
て
い
く
。

　
「
県
内
の
児
童

生
徒
の
体
力
低
下

が
顕
著
」
と
報
道
さ
れ
た
。

町
内
の
児
童
生
徒
は
ど
う

か
。

　

体
育
の

授
業
の
充
実

や
屋
内
外
で
遊
べ
る
環
境

整
備
を
図
っ
た
。
24
年
度

の
体
力
テ
ス
ト
の
結
果
を

み
る
と
回
復
傾
向
に
あ
る

が
、
学
年
に
よ
っ
て
差
が

あ
る
。　

体
育
の
授
業
以

外
の
様
々
な
学
校

生
活
で
体
力
向
上
を
図
る

こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

休
み
時
間
や
マ

ラ
ソ
ン
大
会
な
ど

体
育
行
事
の
工
夫
改
善
を

図
っ
て
い
く
。

　

体
力
向
上
に
は

保
護
者
と
の
連
携

も
欠
か
せ
な
い
。

ど
う
連
携
を
図
っ

て
い
く
の
か
。

　

早
寝
早

起
き
、
朝

ご
飯
、
手
洗
い
･

う
が
い
な
ど
望
ま

し
い
生
活
習
慣
づ

く
り
を
家
庭
と
よ

り
一
層
連
携
し
確

立
し
て
い
く
。

問問

問

問

問

問問

松浦常雄議員

問

問

町
長

住
民
生
活

課　
　

長

住
民
生
活

課　
　

長

住
民
生
活

課　
　

長

住
民
生
活

課　
　

長

住
民
生
活

課　
　

長

多
発
す
る
自
然
災
害
に
き
め
細
か
な
対
応
を

地
域
防
災
計
画
を
見
直
す

児
童
生
徒
の
体
力

低
下
が
心
配
だ
が

教
育
長

教
育
次
長

教
育
次
長

元気に走って体力向上（国見小運動会）
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町政を問う 一般 質問

未
然
防
止
を
図
る
組
織
で

あ
る
。　

昨
年
12
月
松
江

市
教
育
委
員
会
が

漫
画
「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」

を
小
中
生
に
貸
し
出
さ
な

い
、
と
し
た
こ
と
に
様
々

な
意
見
、
批
判
が
出
て
い

る
。
小
中
学
校
で
こ
の
漫

画
の
閲
覧
に
何
ら
か
の
制

限
を
し
て
い
る
か
。

　

小
中
学
校
と
も

に
閲
覧
の
制
限
は

し
て
い
な
い
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
依
存
は
睡
眠

障
害
や
不
登
校
、「
ひ
き
こ

も
り
」
の
原
因
の
ひ
と
つ
。

ネ
ッ
ト
を
使
う
最
初
の
段

階
で
の
心
構
え
が
最
も
重

要
で
あ
る
。
学
校
で
の
対

応
は
。

　

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
関
し

て
は
様
々
な
問

題
が
あ
る
。
情

報
機
器
に
対
す

る
正
し
い
知
識

や
様
々
な
ト
ラ

ブ
ル
事
例
か
ら

モ
ラ
ル
の
必
要

性
つ
い
て
考
え

さ
せ
る
指
導
を

し
て
い
る
。

の
体
罰
件
数
を
調
査
し
た
。

町
内
で
の
調
査
結
果
は
。

　

本
町
で
は

体
罰
は
な
い
。

　

体
罰
を
受
け

た
と
の
申
し
出
が

あ
っ
た
場
合
の
対
応
は
。

　

町
教
育
委

員
会
で
は
体

罰
に
関
す
る
取
り
組
み
方

針
を
定
め
て
教
職
員
の
意

識
改
革
に
努
め
て
い
る
。

ま
た
、
校
内
服
務
倫
理
委

員
会
を
定
期
的
に
開
催

し
、
全
教
職
員
の
共
通
理

解
の
も
と
で
学
校
全
体
の

組
織
的
連
携
を
図
る
よ
う

学
校
長
に
周
知
し
て
い
る
。

　
「
校
内
服
務
倫

理
委
員
会
」
と
は

何
か
。

　

教
職
員
の

体
罰
や
セ
ク

ハ
ラ
な
ど
の
不
適
切
な
行

為
に
つ
い
て
、協
議
を
し
て

に
「
い
じ
め
」
と
い
う
認
識

で
解
決
し
て
い
く
。

　
「
い
じ
め
」
根
絶

に
は
、
な
に
が
一

番
重
要
か
。　

道
徳
教
育

は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
各
教
科
や
部
活

動
の
中
で
、
本
当
に
豊
か

な
人
間
性
が
育
ま
れ
る
指

導
と
子
供
同
士
が
良
好
な

人
間
関
係
が
築
か
れ
る
教

育
活
動
を
地
道
に
し
っ
か

り
行
っ
て
い
く
こ
と
で
あ

る
。

　

国
は
平
成
24
年

度
の
小
中
学
校
で

学
校
へ
の
支
援
や
保
護
者

へ
の
対
応
に
万
全
を
期
し

て
い
る
。

　

　
「
い
じ
め
」
な
の

か
判
断
が
難
し
い

事
例
は
、
ど
う
対
応
し
て

い
る
の
か
。　

教
職
員
と

し
て
は
、
被

害
者
の
立
場
に
立
っ
た
受

け
取
り
方
を
し
て
、
早
目

　
「
い
じ
め
」
は
、

学
校
生
活
で
い
つ

で
も
起
こ
り
得
る
問
題
で

あ
る
。
未
然
防
止
の
た
め

の
対
策
は
。　

日
ご
ろ
か

ら
学
校
訪
問

や
「
い
じ
め
」
の
実
態
調
査

を
通
し
て
把
握
に
努
め
て

い
る
。
ま
た
、
保
護
者
等

か
ら
「
い
じ
め
」
の
訴
え
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、
当
該

問

問問

問問

問

問

学
校
で
体
罰
は

あ
る
の
か

漫
画「
は
だ
し
の

ゲ
ン
」の
閲
覧
は

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

依
存
症
」の
対
応
は

佐藤定男議員

問

教
育

次
長

「
い
じ
め
」根
絶
に
何
が
重
要
か

子
供
同
士
の
い
い
人
間
関
係
づ
く
り
で
あ
る

みんな仲良くいい関係（国見小学校）

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長



は
、
町
を
含

め
県
全
体
が

事
故
以
前

の
正
常
な
日

常
生
活
に
戻

り
、
原
発
事

故
が
収
束
し

た
と
判
断
で

き
る
時
点
で

あ
る
。
そ
の

時
ま
で
は
引

き
続
き
精
神

的
損
害
賠

償
の
対
象
と
な
る
よ
う
、

福
島
県
及
び
県
内
市
町
村

　

個
別
の
損
害
賠

償
請
求
に
つ
い
て

は
個
人
対
東
京
電
力
と
い

う
関
係
に
な
る
。
町
全
体

で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
か
ら
十
分
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。ま
た
、

個
人
の
相
談
窓
口
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
い
く
考
え

で
あ
る
。

　

精
神
的
被
害
に

対
す
る
損
害
賠
償

に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。

　

精
神
的
被
害
が

解
消
さ
れ
る
時
期

　

原
発
事
故
に
よ

る
被
害
は
県
内
外

広
い
範
囲
に
、
精
神
的
・

経
済
的
損
害
ま
で
と
社
会

生
活
全
般
に
及
ん
で
い
る
。

そ
の
責
任
は
東
京
電
力
に

あ
る
。
賠
償
請
求
に
つ
い

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

か
ら
多
様
な
形
で
行
わ
れ

て
い
る
。
報
道
に
よ
る
と

県
内
の
多
く
の
市
町
村
で

賠
償
請
求
が
行
わ
れ
て
い

る
。
本
町
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

　

事
故
発
生
か

ら
平
成
25
年
３
月

ま
で
の
分
と
し
て
約
９
３

０
０
万
円
を
既
に
東
京
電

力
に
請
求
し
た
。
今
後
と

も
原
発
事
故
に
よ
る
も
の

は
、
し
っ
か
り
と
請
求
し

て
い
く
。

　

裁
判
に
よ
ら
な

い
解
決
方
法
と
し

て
、
原
子
力
損
害
賠
償
紛

争
解
決
セ
ン
タ
ー
へ
の
申

し
立
て
を
行
う
の
か
。

　

町
で
請
求

し
た
損
害
賠

償
に
対
す
る
東
京
電
力
の

対
応
や
※
原
子
力
損
害
賠

償
紛
争
審
査
会
が
示
し
た

損
害
の
範
囲
の
判
定
な
ど

に
関
す
る
中
間
指
針
の
追

加
、見
直
し
、
ま
た
、近
隣

自
治
体
の
動
向
な
ど
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
今
後
検
討

し
て
い
く
。

　

各
個
人
の
経
済

的
損
害
賠
償
に
対

す
る
町
の
支
援
は
。

と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、

要
望
活
動
な
ど
に
取
り
組

む
。※

原
子
力
損
害
賠
償

　

紛
争
審
査
会

　

審
査
会
は
、法
律
・

医
療
・
原
子
力
工
学

等
の
専
門
家
で
構
成

し
、
紛
争
に
関
す
る

和
解
の
仲
介
、
及
び

原
子
力
損
害
の
範
囲

の
判
定
な
ど
に
関
す

る
事
務
を
行
う
。

問 問

問

浅野富男議員

問

町
長

原
発
災
害

対
策
課
長

町
長

個
人
に
よ
る
原
発
損
害
賠
償
請
求
に

町
の
支
援
を

相
談
体
制
を
検
討
す
る

10月15日、環境省が県北浄化センター
汚泥の対応を説明（役場仮庁舎）

今年も始まった米の全量全袋検査（国見営農センター内）

町
長
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町
長
は
東
京
、

北
海
道
で
桃
の

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
っ

た
が
、
そ
の
成
果
は
。

　

国
見
の
桃
の
評

価
の
高
さ
、
そ
し

て
、
風
評
被
害
が
払
し
ょ

く
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
実

感
し
た
。
今
後
と
も
、
首

都
圏
を
は
じ
め
と
す
る
関

係
者
等
と
直
に
意
見
交
換

を
す
る
な
ど
、
町
と
し
て

の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
積

極
的
に
実
施
し
て
い
く
。

　

あ
ん
ぽ
柿
や

新
米
に
つ
い
て
も

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
う

の
か
。　

市
場
関
係
者
か

ら
は
あ
ん
ぽ
柿
が

市
場
に
出
荷
さ
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
福
島
県
国
見
町

の
果
物
全
体
に
対
す
る
風

評
被
害
が
払
し
ょ
く
す
る

と
い
わ
れ
た
。
11
月
に
は

新
米
、
１
月
に
は
あ
ん
ぽ

柿
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を

行
う
。　

ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス
を
今
後
も
実
施

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
ど
こ

の
農
家
か
ら
購
入
し
て
も

お
い
し
い
と
い
わ
れ
、
高

値
販
売
が
で
き
る
国
見
ブ

ラ
ン
ド
を
確
立
す
べ
き
だ
。

そ
の
方
策
を
考
え
て
い
る

か
。

　

国
見
の
ブ

ラ
ン
ド
と
し

て
販
売
し
て
い
く
仕
組
み

も
「
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
検
討
委
員
会
」
で
議
論

を
し
て
い
る
。
委
員
会
の

意
見
を
十
分
に
踏
ま
え
な

が
ら
対
処
し
て
い
く
。

　

人
と
人
と
の

交
流
か
ら
生
ま
れ

た
強
固
な
信
頼
関
係
か
ら

物
の
交
流
が
始
ま
る
と
思

う
。
ま
ず
は
人
の
交
流
が

必
要
で
は
な
い
か
。

　

こ
れ
ま
で

大
分
県
国く

に

東さ
き

市（
旧
国
見
町
）と
の
農
産

物
の
相
互
販
売
交
流
を
実

施
し
て
い
る
。
本
年
は
、

山
形
県
朝
日
町
･
東
京
都

羽
村
市
･
北
海
道
ニ
セ
コ

町
･
岐
阜
県
池
田
町
、
そ

し
て
宮
城
県
白
石
市
を
訪

問
し
、
人
と
物
の
相
互
交

流
を
前
提
に
し
た
協
議
を

開
始
し
た
。

　

首
都
圏
か
ら
招

い
た
女
性
１
０
０

人
国
見
町
応
援
団
に
対
す

る
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
の
手

応
え
は
。

　

国
見
の
良
さ
を

大
い
に
Ｐ
Ｒ
し
た
。

皆
さ
ん
の
反
応
と
し
て
、

桃
に
つ
い
て
は
、
98
人
が

す
ご
く
お
い
し
か
っ
た
、91

人
が
国
見
か
ら
桃
を
ま
た

購
入
し
た
い
と
の
意
向
で

あ
っ
た
。
61
人
か
ら
は
商

店
街
で
ま
た
買
い
物
を
し

た
い
と
い
う
声
が
あ
っ
た
。

十
分
検
証
を
し
て
今
後
に

つ
な
げ
て
い
く
。

問

問

問

産
業
振
興

課　
　

長

産
業
振
興

課　
　

長

商
店
街
は
大
賑
わ
い　
　

（
女
性
1
0
0
人
応
援
団
）

渡辺勝弘議員

問

問

町
長

町
長

町
長

桃
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
の
成
果
は

風
評
被
害
は
払
し
ょ
く
し
つ
つ
あ
る

国見産桃の販売で交流（岐阜県池田町）



　

臨
時
職
員
な
ど

は
補
助
的
な
仕
事

で
は
な
く
、行
政
の
一
端
を

担
う
責
任
と
資
質
が
求
め

ら
れ
る
。
町
民
が
求
め
る

職
員
と
す
る
た
め
の
研
修

は
。

　

良
質
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
た
め
対
応
す
る
職
員

の
資
質
向
上
が
必
要
で
あ

る
。
臨
時
・
嘱
託
職
員
も

接
遇
研
修
な
ど
を
受
講
さ

せ
て
い
る
。

　

臨
時
職
員
な
ど

の
待
遇
改
善
が
必

要
で
は
な
い
か
。

　
　
　

　

賃
金
や
休
暇
な

ど
の
労
働
条
件
は

近
隣
市
町
と
比
較
し
て
も

一
定
の
水
準
を
確
保
し
て

い
る
。

　

現
在
、
臨
時
･

嘱
託
職
員
数
は
１

０
７
人
で
全
職
員
２
１
５

人
の
約
半
分
を
占
め
て
い

る
。
臨
時
職
員
な
ど
の
増

加
は
、除
染
対
策
･
ま
ち
づ

く
り
交
流
事
業
･
も
も
た

ん
広
場
の
運
営
な
ど
短
期

的
な
事
業
や
短
時
間
勤
務

の
た
め
、
正
規
職
員
を
配

置
で
き
な
い
こ
と
に
よ
る
。

　

　

保
育
所
の
臨

時
・
嘱
託
職
員
の

割
合
は
。

　

現
在
、
正
規

職
員
５
人
、
嘱

託
職
員
14
人
の

計
19
人
で
７
時

か
ら
19
時
ま
で

交
代
で
正
規
職

員
と
同
じ
く
勤

務
し
て
い
る
。

　

嘱
託

職
員
の

雇
用
期
間
は
最

　

自
立
の
町
づ
く

り
に
と
も
な
う
職

員
の
削
減
は
。

　

正
規
職
員
を

１
０
７
人
か
ら
１

０
０
人
に
す
る
目
標
を
掲

げ
、
平
成
22
年
に
達
成
し

た
。
し
か
し
、
翌
年
の
東

日
本
大
震
災
と
原
発
事
故

の
対
応
の
た
め
、
他
自
治

体
か
ら
の
派
遣
職
員
な
ど

を
含
め
た
職
員
数
は
現
在

１
０
８
人
で
あ
る
。

　

来
年
度
の
職
員

採
用
と
そ
の
採
用

基
準
を
聞
く
。

　

退
職
・
新
規
採

用
者
数
を
考
慮
し

中
期
的
に
は
増
員
と
な
る

が
、
10
年
後
に
は
１
０
１

人
と
す
る
考
え
方
を
も
っ

て
い
る
。
来
年
度
は
退
職

者
及
び
全
体
の
業
務
量
を

み
な
が
ら
採
用
者
を
決
定

し
て
い
く
。

　

本
年
度
の
予
算

は
１
０
０
億
円
以

上
だ
。
職
員
に
過
重
な
勤

務
に
な
ら
な
い
か
。

　

予
算
の
半
分
以

上
が
除
染
事
業
や

ま
ち
づ
く
り
、
役
場
庁
舎

建
設
事
業
で
占
め
て
い
る
。

こ
の
た
め
他
自
治
体
か
ら

の
派
遣
職
員
や
除
染
推
進

員
な
ど
の
嘱
託
職
員
を
採

用
し
た
。
今
後
と
も
、
業

務
量
が
過
剰
に
な
ら
な
い

よ
う
に
、
職
員
の
適
正
配

置
に
十
分
配
慮
し
て
い
く
。

　

全
職
員
の
う
ち

臨
時
・
嘱
託
職
員

の
割
合
は
。

町
長

長
５
年
で
あ
る
。
再
雇
用

制
度
は
な
い
か
。

　

改
め
て
応
募
し

採
用
さ
れ
れ
ば
再

度
、勤
務
も
可
能
で
あ
る
。

　

臨
時
・
嘱
託
職

員
は
副
業
や
ア
ル

バ
イ
ト
は
で
き
る
の
か
。

　

嘱
託
職
員
は
で

き
る
が
、
臨
時
職

員
は
で
き
な
い
。

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務

課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

問問

問

問

問

阿部泰藏議員

問

問

問問

町
長

町
長

臨
時
・
嘱
託
職
員
の
待
遇
改
善
を

一
定
の
水
準
を
確
保
し
て
い
る

ち
ゃ
ん
と
見
て
て
ね（
藤
田
保
育
所
）

教
育
長
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大
震
災
と
原

発
事
故
に
よ
り
急

き
ょ
策
定
し
た
復
興
計
画

と
除
染
計
画
の
執
行
が
、

喫
緊
の
重
要
課
題
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
ま
た
、
同

時
に
私
の
公
約
で
あ
る「
復

興
・
絆
」

そ
し
て

「
元
気
・

活
力
」

関
係
の
重

点
事
業
を

現
在
、
推

進
し
て
い

る
。
よ
っ

て
、
振
興

計
画
の
進

捗
状
況
に

つ
い
て
は

非
常
に
厳

し
い
現
状

に
あ
る
。

　

具
体
的

施
策
の
う

ち
５
施
策

の
成
果
指

標
に
つ
い
て
、
そ
の
実
績

数
値
は
。

　

左
の
表
の

と
お
り
で
あ

る
。

　

本
町
の
基
幹
産

業
で
あ
る
農
業
と

連
携
し
た
観
光
事
業
は
町

産
業
経
済
活
性
化
に
と
っ

て
重
要
で
あ
る
。
町
長
の

考
え
は
。

　

町
の
基
幹
産
業

で
あ
る
農
業
を
活

用
し
た
観
光
は
ど
う
あ
る

べ
き
か
、
非
常
に
重
要
な

課
題
で
あ
る
。
十
分
考
慮

し
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。

　

平
成
20
年
３
月

に
「
国
見
町
阿
津

賀
志
山
整
備
構
想
」に
つ
い

て
議
会
に
説
明
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。　

こ
の
構
想
を
基

本
と
し
て
阿
津
賀

志
山
と
防
塁
そ
し
て
「
中

尊
寺
蓮は

す

」
と
い
う
資
源
を

観
光
に
生
か
し
て
い
く
。

今
後
、議
会
を
は
じ
め
、関

係
者
の
皆
様
と
十
分
協
議

を
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

　

森
山
地
区
に
あ

る「
桜
の
森
」を
今

後
、
ど
う
整
備
し
て
い
く

の
か
。

　
「
桜
の
森
」

の
整
備
は
、

平
成
24
年
３
月
に
町
森
林

委
員
会
か
ら
答
申
さ
れ
た

「
桜
の
森
整
備
構
想
」
に
基

づ
き
、
年
次
ご
と
に
整
備

を
進
め
る
こ
と
に
し
て
い

た
。
し
か
し
、
森
林
除
染

に
よ
っ
て
発
生
し
た
大
量

の
放
射
性
汚
染
廃
棄
物
の

林
外
搬
出
と
空
間
線
量
率

の
状
況
を
見
極
め
な
が
ら

整
備
事
業
の
可
否
を
判
断

す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
「
中
尊
寺
蓮
」
に

対
す
る
町
の
関
わ

り
方
と
支
援
策
は
。

　

今
年
度
は

蓮
池
の
工
事

費
用
の
一
部
を
助
成
し
た
。

今
後
と
も
育
成
会
に
管
理

を
お
願
い
し
、
そ
の
活
用

に
つ
い
て
も
相
談
し
進
め

て
い
く
。
ま
た
、
引
き
続

き
財
政
支
援
を
し
て
い
く
。

　

22
年
度
に
策
定

し
た
第
５
次
国
見

町
振
興
計
画
で
は
行
政
評

価
の
指
標
を
有
効
に
活
用

と
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
策

定
に
は
多
く
の
労
力
と
経

費
が
費
や
さ
れ
て
い
る
。

２
年
経
過
し
た
が
計
画
の

中
間
総
括
と
そ
の
成
果
を

聞
く
。

問

問

問

問

問

産
業
振
興

課　
　

長

生
涯
学
習

課　
　

長

企
画
情
報

課　
　

長

村上晴夫議員

問町
長

町
長

町
長

農
業
と
連
携
し
た
観
光
事
業
で

町
の
活
性
化
を

非
常
に
重
要
な
課
題
で
あ
る

第
５
次
国
見
町
振
興

計
画
の
進
捗
状
況
は

項　　目 22年度
実績

23年度
実績

24年度
実績

27年度
目標数値＊1

耕作放棄地面積；ha 60.１ 71.６ 55.８ 30.０　

町民一人あたり年間ごみ排出量；㎏ 228.０ 424.２ 234.０ 228.０　

汚水処理普及率；％ 61.０ 62.０ 63.９ 65.２　

行政が関与した来町者数；人 20,000 23,000 25,000 815,400＊2

標準学力検査の正答率
（標準偏差）

小学校 53.４ 53.８ 53.０ 53.０　

中学校 52.９ 52.８ 53.０ 53.０　

＊１　第５次振興計画より転記。
＊２　道の駅への来町者を見込んだもの



　

事
業
説

明
会
を
開

催
し
た
が
商
店
の
参
加

が
少
な
っ
た
。
ま
た
、
商

工
会
事
務
局
は
イ
ベ
ン
ト

で
動
け
な
い
状
況
で
あ
っ

た
。
結
果
と
し
て
農
家
に

比
べ
、
各
商
店
へ
の
働
き

か
け
不
足
が
反
省
点
で
あ

る
。

　

費
用
対
効
果
を

し
っ
か
り
検
証
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ア

　

東
京
か
ら
女
性

１
０
０
人
の
応
援

団
が
来
町
し
た
。
揃
い
の

Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
た
彼
女
た

ち
で
一
時
は
商
店
街
も
だ

い
ぶ
賑
わ
い
、
大
変
よ
か
っ

た
と
思
う
。
そ
こ
で
今
回

の
事
業
に
つ
い
て
聞
く
。

ま
ず
、
応
援
団
１
０
０
人

は
ど
ん
な
方
法
で
募
集
し

た
の
か
。

　

委
託
業

者
に
は
モ
ニ

タ
ー
経
験
の
あ
る
方
と
い

う
こ
と
で
依
頼
を
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
い

く
ら
で
委
託
し
た

の
か
。

　

８
４
０
万

円
で
委
託
し

た
が
、
そ
の
う
ち
歓
迎
会

の
食
材
と
し
て
１
５
０
万

円
ほ
ど
は
町
内
か
ら
調
達

し
た
。　

彼
女
た
ち
１
０

０
人
が
商
店
街
で

買
い
物
を
す
る
た
め
の
商

品
券
は
、
こ
の
委
託
費
に

入
っ
て
い
る
の
か
。

　

そ
れ
ぞ
れ

１
人
３
０
０

０
円
の
商
品
券
を
自
分
で

購
入
し
た
。

　

こ
の
事
業
の
中

身
を
各
商
店
が
理

解
を
し
て
い
れ
ば
事
前
に

仕
入
れ
す
る
な
ど
準
備
を

し
、
売
り
上
げ
が
伸
び
た

の
で
は
な
い
か
。
役
場
と

商
店
街
と
の
意
思
疎
通
が

不
足
し
て
い
た
の
で
は
な

い
か
。

産
業
振
興

課　
　

長

産
業
振
興

課　
　

長

産
業
振
興

課　
　

長

産
業
振
興

課　
　

長

産
業
振
興

課　
　

長

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
と

聞
く
が
、
結
果
を
公
表
し

て
ほ
し
い
。　

ア
ン
ケ
ー

ト
は
今
回
の

事
業
に
参
加
し
た
す
べ
て

の
方
に
送
付
し
て
い
る
。

結
果
に
つ
い
て
は
ま
と
め

て
か
ら
お
知
ら
せ
す
る
。

　

反
省
す
べ
き
点

を
し
っ
か
り
検
証

し
、
今
後
と
も
こ
の
事
業

は
継
続
す
べ
き
と
考
え
る

が
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
を
十
分
に
分

析
・
検
証
し
次
回
に
つ
な

げ
て
い
く
。

　

町
長
は
道
の
駅

を
町
民
交
流
の
場

と
し
て
考
え
て
い
る
、
と

表
明
し
て
か
ら
半
年
ほ
ど

経
過
し
た
。
現
在
の
進
捗

状
況
を
聞
く
。

　

現
在
、
活
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
検

討
委
員
会
の
中
で
具
体

的
な
協
議
を
綿
密
に
行
っ

て
い
る
。
10
月
に
は
大
体

の
概
要
が
ま
と
ま
る
予
定

で
あ
る
。
庁
内
で
整
理
を

し
、
議
会
に
お
示
し
を
す

る
。
ま
た
、
国
県
に
出
向

い
て
改
め
て
要
請
等
を
鋭

意
行
っ
て
い
く
。

問

問

問

東海林一樹議員

問

問

問問

町
長

町
長

女
性
1
0
0
人
応
援
団
は
継
続
す
べ
き
だ

検
証
し
次
回
に
つ
な
げ
て
い
く

道
の
駅
の
進
捗

状
況
は

国見のおいしい食材を堪能（国見de交流会）
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町政を問う 一般 質問

　

国
見
町
は
町
単

位
で
は
全
国
一
の

桃
生
産
量
を
誇
る
。今
後
、

町
と
し
て
の
宣
伝
販
売
対

策
は
。　

ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス
を
今
後
と
も
実

施
し
て
い
く
。
消
費
者
は

生
産
者
が
見
え
る
小
口
の

購
入
を
重
要
視
し
て
い
る
。

女
性
１
０
０
人
応
援
団
か

ら
の
情
報
を
大
切
に
し
、

ま
た
、
農
業
者
の
参
加
も

重
要
で
あ
る
。
関
係
機
関

と
連
携
し
来
年
度
に
向
け

た
枠
組
み
づ
く
り
を
し
て

い
く
。　

町
と
し
て
、
高

品
質
桃
を
安
定
的

に
生
産
す
る
研
究
会
な
ど

を
設
立
し
て
は
ど
う
か
。

　

ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
で
、

お
い
し
く
な
け
れ
ば
消
費

者
は
見
向
き
も
し
な
い
と

実
感
し
た
。
こ
の
こ
と
を

農
家
は
し
っ
か
り
と
認
識

す
る
必
要
が
あ
る
。
道
の

駅
を
核
と
し
た
交
流
の
場

で
農
産
物
を
販
売
す
る
に

は
、
高
付
加
価
値
の
農
産

物
「
国
見
ブ
ラ
ン
ド
」の
創

設
が
重
要
。
現
在
、
仕
組

み
づ
く
り
を
活
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
検
討
委
員
会
で

協
議
し
て
い
る
。
研
究
会

な
ど
に
つ
い
て
は
そ
の
中

で
判
断
し
た
い
。

　

桃
の
ジ
ャ
ム
に

最
適
品
種
で
あ
る

「
天て

ん

津し
ん

」
の
苗
木
が
町
内
に

あ
る
。
町
の
特
産
品
と
し

て
苗
木
育
成
を
し
て
は
。

　

昨
年
「
天

津
」
で
試
作

を
し
た
が
評
判
が
良
か
っ

た
。
た
だ
専
門
家
に
よ
れ

ば
大
半
の
品
種
が
加
工
に

適
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

し
か
し
、
貴
重
な
苗
木
で

あ
る「
紅
国
見
」と
と
も
に

国
見
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
検

討
し
た
い
。

　

加
工
再
開
の
た

め
の
あ
ん
ぽ
柿
干

場
の
除
染
や
資
材
の
補
給

な
ど
に
対
す
る
新
た
な
費

用
負
担
は
。　

現
在
、
県

が
東
京
電
力

と
協
議
し
て
い
る
。
決
定

さ
れ
れ
ば
す
ぐ
に
、
生
産

農
家
へ
説
明
を
す
る
。

　

岩
淵
遺
跡
は

極
め
て
貴
重
で
あ

り
、
そ
の
景
観
は
非
常
に

す
ば
ら
し
く
見
学

者
も
多
い
。
し
か

し
、
屋
根
の
傷
み

が
ひ
ど
く
、
修
繕

が
必
要
で
は
。

　

雨
漏
り
や
柱
の

腐
食
が
進
ん
で
お

り
屋
根
が
倒
壊
す

る
恐
れ
が
あ
る
。

安
全
確
保
の
た
め

内
部
の
見
学
を
禁

止
と
し
て
い
る
。
全
面
改

修
が
必
要
だ
。

　

見
学
者
に
と
っ

て
ト
イ
レ
や
バ
ス

の
折
り
返
し
で
非
常
に
不

便
だ
が
。

　

平
成
12
年

度
に
遺
跡
周

辺
に
史
跡
公
園
を
整
備
し

た
が
、ト
イ
レ
や
バ
ス
の
回

転
場
所
が
な
い
状
況
で
あ

る
。
今
後
の
見
学
者
数
な

ど
を
見
て
整
備
を
検
討
す

る
。
当
面
は
近
隣
の
大
滝

公
園
な
ど
で
対
応
し
て
い

く
。

問

問

問

問

産
業
振
興

課　
　

長

産
業
振
興

課　
　

長

生
涯
学
習

課　
　

長

生
涯
学
習

課　
　

長

産
業
振
興

課　
　

長

井砂善榮議員

問

問

町
長

国
見
は
桃
生
産
、全
国
一
の
町
だ
が

国
見
ブ
ラ
ン
ド
を
作
り
上
げ
る

あ
ん
ぽ
柿
再
開
時
の

新
た
な
費
用
負
担
は

※
岩
淵
遺
跡
の
屋
根
の

傷
み
が
ひ
ど
い
が

※
岩
淵
遺
跡

　

高
城
の
中
山
原
に
あ
る

縄
文
時
代
中
期（
４
５
０

０
年
前
頃
）の
竪
穴
式
住

居
跡
。
全
国
で
も
最
大
級

の
石
組
複
合
炉
が
あ
る
。

昭
和
48
年
に
竪
穴
式
住

居
を
復
元
し
た
。
昭
和
51

年
に
町
の
史
跡
に
指
定
。

早
期
修
繕
が
望
ま
れ
る
岩
淵
遺
跡

（
高
城
字
岩
淵
地
内
）



し
て
い
く
。

　

自
主
防
災
会
の

防
災
意
識
を
高
め

る
に
は
、
年
一
度
自
主
防

災
会
役
員
を
対
象
と
し
た

勉
強
会
を
お
こ
な
う
べ
き

で
は
。

　

10
月
の
総

合
防
災
訓
練

の
中
で
役
員
を
対
象
と
し

た
訓
練
を
す
る
。
今
後
も

機
会
を
見
つ
け
実
施
す
る

よ
う
検
討
す
る
。

　

大
震
災
の
経
験

か
ら
自
主
防
災
会

の
中
に
は
、
独
自
に
防
災

用
品
や
防
災
倉
庫
を
準
備

し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
取
り
組
み
に
対

し
支
援
を
す
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
か
。　

現
在
、
旧

町
村
単
位
ご

と
に
あ
る
地
区
自
主
防
災

会
連
絡
協
議
会
に
補
助
金

を
交
付
し
て
い
る
。
現
行

制
度
の
中
で
自
主
防
災
会

に
も
支
援
で
き
る
よ
う
に

　

大
震
災
時
、
地

区
の
防
災
倉
庫
に

自
主
防
災
会
が
殺
到
し
、

備
蓄
品
の
取
り
合
い
に

な
っ
た
事
例
が
あ
っ
た
が
。

　

現
在
の
備

蓄
で
は
足
り

な
い
。
東
日
本
大
震
災
の

検
証
を
踏
ま
え
今
後
の
地

域
防
災
計
画
の
見
直
し
の

中
で
検
討
し
て
い
く
。

　

平
成
20
年
度
に

設
立
し
た
自
主
防

災
会
の
意
識
を
高
め
る
必

要
が
あ
る
。
町
は
自
主
防

災
会
を
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
る
の
か
。

　

防
災
の
基
本
は

自
分
の
安
全
は
自

分
で
守
る
こ
と
。
さ
ら
に

隣
近
所
で
助
け
合
い
の
で

き
る
町
内
会
で
自
主
防
災

会
を
組
織
す
る
こ
と
が
非

常
に
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
災
害
発
生
後
の
避

難
誘
導
・
救
出
・
救
護
や

給
食
・
給
水
の
実
施
な
ど

地
域
単
位
で
の
迅
速
か
つ

自
主
的
な
防
災
活
動
に
よ

り
多
く
の
被
災
者
が
救
わ

れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

63
あ
る
自
主
防

災
会
の
活
動
状
況

を
把
握
し
て
い
る
の
か
。

　

各
自
主
防

災
会
の
活
動

を
さ
ら
に
活
発
に
し
て
い

た
だ
く
よ
う
活
動
内
容
の

把
握
に
努
め
て
い
き
た
い
。

住
民
生
活

課　
　

長

住
民
生
活

課　
　

長

住
民
生
活

課　
　

長

住
民
生
活

課　
　

長

町
長

問

問

渋谷福重議員

問

問

問

自
主
防
災
会
独
自
の
取
り
組
み
に
支
援
を

現
行
制
度
の
中
で
支
援
し
て
い
く

昨年の防災訓練の様子（貝田自主防災会）

消
防
は
し
ご
車
を
体
験（
義
経
ま
つ
り
）
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ある程度
反映されている

24.8％

反映されて
いない

20.6％
必要ない

7.5％

必要である

22.7％

わからない、
無回答

69.8％

わからない、
無回答

52.9％

反映されている

1.7％

【町議会に対する主な意見、要望】（主なものを抜粋）

アンケートの全集計結果は議会ホームページ
（http://www.town.kunimi.fukushima.jp/groups/gikai/）でお知らせします。

町民の声はまだ活かされていない

質問4 町議会に町民の声が反映されていると
思いますか。 改革で取り組む課題は多い

質問5 町議会の改革が必要だと思いますか。

【改革を必要とする具体的な内容】
●定数の削減（82人）
●議会報告会の開催（11人）
●政策提言機能の強化（8人）
●女性議員の参加（5人）
●議員間討議の実施（3人）

　
●報酬の見直し（日当制）（57人）
●町民との対話を増やす（9人）
●夜間休日等の議会開催（5人）　
●アンケート（住民投票）実施（5人）
●子ども議会の実施（1人）　　　

　
●定年制導入（50人）
●議員の意識改革（8人）
●議員活動の周知（5人）　
●議員研修の強化（4人）
●議会モニター制度の導入（1人）　　

●アンケート調査自体がたいへんな進歩かなと思います。
（70歳以上・男性）

●子ども達を「国見の宝」としてのびのびと育てる環境づくりを
してほしいと思います。　　　　　　　　　　（20歳代・女性）

●町民の意見に耳を傾けて、より良い町づくりに取り組んでほし
い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（50歳代・男性）

●事案は各議員が真剣に考え、何が町の為、町民の為になるか議
論してほしい。　　　　　　　　　　　　　　（60歳代・男性）

●インターネット中継などをPRすれば若い人達も関心を持つの
では。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（20歳代・女性）
●議員の世界が狭い、古いと思います。熱意が伝われば町民も応
えると思います。　　　　　　　　　　　　　（30歳代・女性）

●議員自身が解決策はこうだと言える質疑をして町長や全議員
で解決していけばよい。　　　　　　　　　　（60歳代・男性）
●震災や原発事故で、普段よりは議会を身近には感じています
が、普段から意見・要望が言えるつながりが必要だと思いまし
た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（60歳代・女性）
●私達、町民がもっと町政や議会に関心が持てるように、報告会
や説明会が必要。　　　　　　　　　　　　　（50歳代・女性）
●子ども議会を提案します。将来を担う子どもたちが町に愛着心
を持つように。　　　　　　　　　　　　　　（50歳代・男性）

●小さくてもキラリと光る斬新な運営を捨て身でやる。冒険心に
満ちた若いパワーが欲しい。　　　　　　　　（40歳代・男性）
●議員は自信をもって報酬以上の仕事をしていると町民に表明
できるようにしてほしい。　　　　　　　　（70歳以上・女性）
●町の20年後、30年後の施策についてビジョンが何もない。

（40歳代・男性）
●議員がいろいろな場に出向いて、自ら問題点を吸い上げる努力
が必要ではないか。　　　　　　　　　　　（70歳以上・女性）

●年寄りだけでなく、若者が、気軽に国見の未来を語り合えるよ
うな場を設定してはどうでしょう。　　　　　（40歳代・男性）
●どの様な仕事をしているのかわからないし、地震の時、だれ一
人として避難所には来てくれませんでした。　（60歳代・女性）

●議会改革特別委員会はどんな目的で設置したのか。何を改革す
るのか。具体的な改革案を提示すべき。アンケートの結果で改
革する、しないではない。　　　　　　　　　（60歳代・男性）

●あいさつも満足に出来ない。こんな人が町の議員かと思うとな
さけなくなる。　　　　　　　　　　　　　　（60歳代・男性）

●意見や要望は議員より、町内会長にお願いした方が速い。
（60歳代・男性）

●もっと町民と会って「どうしたい、変わりないかい」と話しかけ
てもらいたい。　　　　　　　　　　　　　（70歳以上・女性）

●議会独自での発案が見られない。町職員の言う通りになってい
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（70歳以上・男性）

●早く役場を作り、以前の様に文化センターを利用できる様、議
会からも伝えてほしい。　　　　　　　　　（70歳以上・男性）

●商店街を活性化すべき。もっと国見町を注目されるような町に
してほしい。　　　　　　　　　　　　　　　（40歳代・女性）

●老後に安心して住める国見町にして下さい。（70歳以上・男性）
●「安全安心の町づくり」のために、小さな声も反映していただけ
る議会であることを望みます。　　　　　　　（20歳代・女性）

●町民の声を議題に挙げるのはわかるが、時折議員個人の要望な
のではという気がする。　　　　　　　　　　（30歳代・女性）

●町に働く所があれば活気が出て来ると思います。特に女性の職
場がないと思います。　　　　　　　　　　　（60歳代・女性）



関心がある

42.5％

伝えていない

75.0％

伝えている

7.9％

年齢別の割合
20歳代　   1.3％
30歳代　   2.9％
40歳代　   3.6％
50歳代　   7.9％
60歳代　 12.8％
70歳以上 14.0％

満足している

1.1％

無回答

17.1％

不満足

17.1％
わからない
無回答

63.6％

ある程度
満足している

18.2％

関心がない

47.8％

無回答

9.7％

半数が町の将来や議員の活動に関心あり質問1 あなたは議会に関心がありますか。

意見や要望は議員に伝わっていない質問2 あなたは町議会議員に自分の意見や要望
を伝えていますか。

【関心がある主な理由】
●町の将来（除染、風評被害払しょくなど）について。
●議員がどのような活動をしているか。
●議会が町民の立場で行われているか。
【関心がない主な理由】
●身近に感じない。何をしているのかわからない。
●議員が町の将来の為に一生懸命働いていない。
●議員が意見を聞かない。魅力を感じない。
　　　　　

【伝えていない理由】（複数回答）

【不満足の主な理由】
●議員の考えや活動内容がわからない。
●将来のビジョンがない。
●真剣さが見えない。
●自ら進んで町民との会話をしない。
●要望しても返事のみで動かない。
●町内会長の方が身近で相談できる。
●震災時の対応が不十分。
●質問内容がいつも同じ。
●成果が感じられない。　　　　

議会に関するアンケート集計結果

皆様の声を議会改革に反映します。
　町議会の改善・向上のため、７月に「議会に関する町民アンケート」をお願いし、1,732件の回答を頂
きました。その結果がまとまりましたので報告します。（抜粋）
　今後は、町民の皆様からいただいた貴重な意見を議会改革に反映させるため、26年3月までに「※議会
基本条例」の制定を目指し、十分に議論していきます。

※議会基本条例
　議会が住民に対してそのあり方を宣言し、議会の最高規範といえるものです。「地域のことは地域住民が
責任を持って決める」という地域主権改革が進み、議会の責任がより重要となる中、住民を含めた活発な議
論を促すのが目的です。

議員自らが町民と対話し活動を伝える必要がある質問 3 町議会議員の活動に満足していますか。

伝える意見・要望がない 28.5％

32.6％

9.1％

29.2％

22.8％

8.9％

11.3％

伝える手段がわからない

議員に遠慮して伝えない

伝えても実現しないから

知っている議員がいない

直接役場に連絡する

その他、無回答

0 5 10 15 20 25 30 35（％）
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と
延
べ
１
５

０
０
人
も
の

町
民
が
参
加

し
、
改
修
事

業
そ
の
も
の

が
地
域
づ
く

り
の
大
イ
ベ

ン
ト
と
し
て

行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、他
に
も
多
く

の
廃
校
活
用
事
例
が
紹
介
さ
れ
、

ど
れ
も
す
ば
ら
し
い
も
の
で
し

た
が「
せ
っ
か
く
廃
校
が
あ
る
か

ら
何
か
に
利
用
し
よ
う
」で
は
結

レポートレポ ト
常任委員会Report

　

8
月
30
日
、
町
民
相
談
室
の

利
用
状
況
に
つ
い
て
事
務
調
査

を
行
い
ま
し
た
。
総
合
窓
口
で

は
、
1
日
30
〜
40
人
の
来
庁
者

を
案
内
し
、
相
談
室
に
は
1
か

月
平
均
10
件
程
度
の
相
談
が
あ

り
、
そ
の
半
数
が
解
決
さ
れ
て

い
ま
す
。
他
に
も
各
種
懇
談
会

を
開
催
し
、
町
民
の
意
見
を
意

欲
的
に
取
り
入
れ
る
活
動
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

　

10
月
3
日
、
県
北
中
学
校
の

授
業
参
観
や
校
長
と
の
懇
談
を

行
い
ま
し
た
。

　

授
業
で
は
生
徒
同
士
が
教
え

合
う
様
子
が
見
ら
れ
、
懇
談
で

は
体
育
施
設
が
充
実
し
て
い
る

反
面
、
文
化
関
係
備
品
の
老
朽

化
が
課
題
で
あ
る
と
の
話
が
あ

り
ま
し
た
。

　

10
月
17
日
、
北
海
道
夕
張
郡

栗
山
町
で
開
催
さ
れ
た
「
２
０

１
３
全
国
廃
校
活
用
セ
ミ
ナ
ー

i
n
栗
山
」
に
参
加
し
、当
町
で

も
議
論
さ
れ
て
い
る
旧
小
学
校

校
舎
の
利
用
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
は
、
栗
山
町
の
廃

校
を
活
用
し
た
雨う

煙え
ん

別べ
つ

小
学
校

コ
カ
・
コ
ー
ラ
環
境
ハ
ウ
ス
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
が
あ
る
ハ
サ
ン
ベ

ツ
地
区
で
は
、
2
0
0
1
年
か

ら
身
近
な
自
然
を
残
し
、
未
来

の
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
、
体

験
学
習
の
場
と
す
る
た
め「
里
山

づ
く
り
20
年
計
画
」を
地
域
の
人

が
自
ら
作
り
、
様
々
な
活
動
を

続
け
て
き
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
が
評

価
さ
れ
、町
や
コ
カ
・

コ
ー
ラ
教
育
環
境
財

団
の
支
援
を
受
け
た

も
の
で
す
。

　

ま
た
、
廃
校
の
活

用
に
つ
い
て
、地
域
の

人
が
小
学
校
再
生
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ（
研

究
会
や
講
習
会
）を

8
回
開
催
し
、
改
修

も
町
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
大
工
50
人

局
、
維
持
管
理
の
負
担
が
残
る

だ
け
で
す
。
廃
校
活
用
を
成
功

さ
せ
る
に
は
、
地
域
の
人
が
「
こ

の
地
域
で
自
分
た
ち
の
子
や
孫

に
何
を
残
せ
る
か
、
何
を
残
し

た
い
か
」と
い
う
未
来
像
を
描
く

こ
と
が
鍵
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

自
然
環
境
や
里
山
の
景
観
、

生
活
文
化
の
伝
承
を
通
じ
て
、

将
来
、
町
を
出
て
も
自
然
と
共

生
す
る
人
を
育
て
る
こ
と
や
地

域
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
人
を
育

て
る
こ
と
な
ど
明
確
な
考
え
と

目
的
が
必
要
で
す
。

　

議
会
と
し
て
も
、
今
回
の
研

修
で
学
ん
だ
こ
と
を
今
後
の
議

論
に
い
か
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

 

（
報
告
者　

松
浦
常
雄
）

町
民
の
相
談
を

意
欲
的
に
解
決

授
業
の
様
子
は
良
好

備
品
老
朽
化
の
課
題
も

英語の授業を参観（県北中学校）

セミナー会場の雨煙別小学校
コカ・コーラ環境ハウス（北海道栗山町）

廃校活用セミナーの様子（北海道栗山町）

総
務
文
教
常
任
委
員
会

来庁者にわかりやすく案内
（総合案内窓口）　

廃
校
活
用
は
地
域
の
熱
意
と

未
来
像
が
不
可
欠

全
国
廃
校
活
用
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加

総
務
文
教
常
任
委
員
会

所
管
事
務
調
査

　
　
　



◆
資
本
的
収
支
決
算
額

　

収
入 

35
万
円

　

支
出 

16
億
8
8
4
9
万
円

（
収
支
差
引
不
足
分
は
、
過
年

度
分
の
留
保
資
金
な
ど
で
補
い

ま
し
た
）（報

告
者　

八
島
博
正
）

　

10
月
２
日
に
第
２
回
議
会
定

例
会
が
開
催
さ
れ
、
24
年
度
決

算
認
定
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
24
年
度
決
算
認
定

◆
収
益
的
収
支
決
算
額

　

収
入 

57
億
９
４
７
０
万
円

　

支
出 

55
億
７
９
０
０
万
円

◆
資
本
的
収
支
決
算
額

　

収
入 

２
億
２
９
１
６
万
円

　

支
出 

５
億
３
８
０
２
万
円

（
収
支
差
引
不
足
分
は
、
過
年

度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
で
補

い
ま
し
た
）

　

な
お
、
経
営
赤
字
を
補
う
特

別
負
担
金
と
し
て
、
構
成
す
る

1
市
2
町
で
１
億
３
０
０
０
万

円
、
う
ち
国
見
町
で
６
５
０
０

万
円
を
負
担
し
て
い
ま
す
。

（
報
告
者　

志
村
良
男
）

　

10
月
31
日
に
東
京
・
赤
坂

御
園
で
開
催
さ
れ
る
天
皇
皇
后

両
陛
下
主
催
の
秋
の
園
遊
会
に
、

八
島
博
正
議
長
が
県
町
村
議
会

の
代
表
と
し
て
招
待
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
国
民
栄
誉
賞
を
受

賞
し
た
長
嶋
茂
雄
さ
ん
な
ど
各

界
の
功
労
者
約
２
０
０
０
人
が

招
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

8
月
29
日
に
企
業
団
議
会
定

例
会
が
開
催
さ
れ
、
企
業
借
入

金
の
低
金
利
借
換
を
行
う
25
年

度
補
正
予
算
の
審
議
や
24
年
度

決
算
認
定
が
行
わ
れ
、
2
件
と

も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
24
年
度
決
算
認
定

◆
収
益
的
収
支
決
算
額

　

収
入 

37
億
6
2
5
7
万
円

　

支
出 

38
億
3
1
3
万
円

こんな活動もしています

　

８
月
27
日
、
水
道
施
設
や
下

水
道
の
被
災
状
況
を
現
地
調
査

し
ま
し
た
。
簡
易
水
道
統
合
や

老
朽
化
施
設
の
整
備
、
余
震
に

よ
る
下
水
道
の
復
旧
な
ど
迅
速

な
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

９
月
26
日
、
防
災
訓
練
の
対

応
に
つ
い
て
事
務
調
査
を
行
い

ま
し
た
。
各
地
区
で
の
被
害
の

想
定
に
応
じ
た
取
り
組
み
と
、

自
主
防
災
活
動
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

化
の
検
討
が
課
題
と
な
り
ま
す
。

他
に
ご
み
の
不
法
投
棄
対
策
な

ど
も
調
査
し
ま
し
た
。

被
災
設
備
の
復
旧
に

迅
速
な
対
応
を

各
地
区
で
の
被
害
に

応
じ
た
訓
練
が
必
要

24
年
度
決
算

認
定
を
可
決

入
院
収
益
減
も
２
年

連
続
の
黒
字
決
算

国見受水施設を現地調査
（泉田字三ツ谷地内）

確
認
し
て
い
ま
す
か
、防
災
マ
ッ
プ

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

一
部
事
務
組
合
報
告

福
島
地
方
水
道
用
水
供
給

企
業
団
議
会

藤
田
病
院
組
合
議
会

９月10日
 ～19日 ９月議会定例会開会

９月14日 町敬老会
９月15日 小坂大運動会
９月20日 役場庁舎安全祈願祭
９月22日 市町村対抗野球大会応援（福島市）
９月23日 義経まつり
９月26日 産業厚生常任委員会
９月28日 くにみ幼稚園運動会
10月１日 教育委員辞令交付式
10月２日 公立藤田病院組合議会定例会
10月３日 総務文教常任委員会

10月15日
３.11大震災復興対策特別委員会
県北浄化センター汚泥処理に係る説明会

10月17日
 ～18日

総務文教常任員会行政調査、大震災支援表敬訪問
（北海道栗山町）

10月19日 県北中学校柏葉祭
10月20日 国見小学校学習発表会

10月22日
議員懇談会
議会改革特別委員会

10月28日 産業厚生常任委員会
10月29日 町村議会議員研修（郡山市）

10月31日
伊達地方消防組合議会定例会(伊達市)
伊達地方衛生処理組合議会定例会(伊達市)

秋
の
園
遊
会
に

八
島
議
長
が
出
席

議会の
動き
議会の
動き
議会の
動き
議会の
動き
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編

集

後

記

　

残
暑
の
中
、
９
月
議
会
が
始

ま
り
ま
し
た
が
、
今
で
は
、
紅
葉

が
進
み
、
秋
も
深
ま
っ
て
き
ま
し

た
。

　

９
月
議
会
で
は
、
平
成
24
年
度

の
一
般
会
計
の
決
算
認
定
や
役
場

新
庁
舎
建
設
工
事
な
ど
多
く
の

重
要
な
議
案
が
慎
重
審
議
に
よ

り
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
、

承
認
、認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
忙
し
い
中
、
一
般
質
問
の
傍

聴
に
来
て
い
た
だ
い
た
方
々
に
は

心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
で
は
、
小
学
校
、
幼
稚
園
を

そ
れ
ぞ
れ
統
合
し
、
教
育
の
充
実

を
よ
り
図
る
た
め
、
新
し
く
「
国

見
の
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
策
定
を

進
め
て
い
ま
す
。
議
会
で
も
策
定

委
員
会
の
報
告
を
確
認
し
、
ま

た
、
常
任
委
員
会
で
中
学
校
を
訪

問
す
る
な
ど
教
育
の
施
設
設
備

や
授
業
の
状
況
の
把
握
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
教
育
環
境
や
授
業
の

充
実
な
ど
が
図
ら
れ
る
よ
う
議

会
と
し
て
も
取
り
組
み
ま
す
。

 

（
Ｔ
・
Ｍ
）

議
長 

八
島　

博
正

副
議
長 

志
村　

良
男

編
集
委
員
長 

浅
野　

富
男

編
集
副
委
員
長 

松
浦　

常
雄

編
集
委
員 

東
海
林
一
樹

　
　

同 

佐
藤　

定
男

　

私
は
町
民
に
な
っ
て
９
年
ほ

ど
に
な
り
ま
す
。
東
日
本
大
震

災
と
原
発
事
故
か
ら
の
復
興
は

先
が
見
え
ず
、町
長
を
は
じ
め
、

議
員
、
町
職
員
の
皆
さ
ん
も
大

変
だ
と
思
い
ま
す
が
、
町
の
発

展
を
願
い
、
ひ
と
言
書
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

よ
う
や
く
役
場
庁
舎
も
工
事

が
始
ま
り
、
道
の
駅
を
中
心
と

し
た
交
流
の
場
と
い
う
明
る
い

話
題
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、人
口

減
少
や
藤
田
病
院
の
医
師
不
足

問
題
な
ど
マ
イ
ナ
ス
要
因
も
あ

り
、
こ
れ
か
ら
も
町
民
と
問
題

を
共
有
し
な
が
ら
解
決
に
努
力

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

第
５
次
振
興
計
画
や
阿
津
賀

志
山
整
備
構
想
な
ど
方
向
性
が

出
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
の

で
、
時
代
の
流
れ
を
見
極
め
な

が
ら
優
先
順
位
を
付
け
、
時
代

の
先
を
見
た
政
策
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。

　

国
見
町
は
東
北
の
玄
関
口
で

あ
り
、
交
通
の
要
所
で
す
。
車

の
交
通
と
と
も
に
人
の
交
流
を

も
っ
と
活
発
に
し
、
県
外
の
方
々

も
来
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な

れ
ば
町
の
発
展
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
そ
し
て
町
外
に
情
報
を

で
き
る
だ
け
多
く
発
信
す
る
こ

と
が
今
の
情
報
化
時
代
で
は
求

め
ら
れ
ま
す
。

　

今
の
日
本
は
人
口
構
成
や
経

済
が
大
き
な
転
換
期
に
あ
り
ま

す
の
で
、
町
長
と
議
員
が
町
民

の
先
頭
に
な
り
、
言
葉
よ
り
も

行
動
で
先
導
し
て
ほ
し
い
も
の

で
す
。

　

過
去
に
安
住
す
る
こ
と
な

く
、議
場
の
質
問
だ
け
で
な
く
、

決
断
と
行
動
で
自
己
確
認
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

10
月
18
日
、
八
島
議
長
と
総

務
文
教
常
任
委
員
が
北
海
道
栗

山
町
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

栗
山
町
は
23
年
５
月
か
ら
4

週
間
に
わ
た
り
保
健
師
を
国
見

町
に
派
遣
し
、
大
震
災
の
支
援

活
動
と
し
て
被
災
者
の
訪
問
健

康
相
談
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

八
島
議
長
が
栗
山
町
の
椿つ

ば
き

原は
ら

紀
昭
町
長
と
鵜う

川か
わ

和
彦
議
長
に

支
援
の
御
礼
と
国
見
町
の
復
興

状
況
な
ど
を
説
明
し
、
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

松村　彦衛
（大木戸町内会）

私
も
ひ
と
言

時
代
の
流
れ
を
見
極
め
、先
を
見
た
政
策
を

強
ま
る
絆
│
支
援
に
感
謝

北
海
道
栗
山
町
を
表
敬
訪
問

震
災
支
援
の
表
敬
訪
問
で
北
海
道
栗
山
町
の
皆
さ
ん
と

（
右
か
ら
１
人
目
が
鵜
川
議
長
、
５
人
目
が
椿
原
町
長
）

手続きは、受付簿に住所・氏名等を
記入するだけで気軽に傍聴できます。次の定例会は

12月10日
開催予定です。

議会傍聴をしてみませんか

詳しくは議会事務局へ
お問い合わせください。
℡ 585－3295（直通）
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